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雅 楽 と は             ~ぶ I薔J毒高 温ヽ

ユネスコ無形文化遺産に認定された雅楽は 上代日本から伝わ

る簡素な歌舞と 唐や高句麗などからの外来の華麗な舞楽があ

ります 舞楽は奈良0寺代に遣唐使や留学僧が持ち帰り 平安中

期に日本化 した歌・舞 。管絃の総合芸術です

事業とは
宮中の儀式や饗宴に活躍する雅楽の事業は 奈良時代(70」 年)

に設けられた「雅楽寮」(国立音楽大学)の記録に事業の名が見
られます 隼築は古代オリエントに生まれ 漢の時代に中国に伝

承された∃シを吹き□(リ ード)に した管楽器 (リ ード楽器)で す

その筆業は 手のひらに収まるほど小さな楽器ですが 音量は大

きく そのため雅楽の主旋律を受け持つ重要な楽器です

指子L前7後2
管長 18 2cm 6寸
材質 煤竹

雅楽の主旋律楽器

言言1単[fゝ
1 2 7mm

材質 ヨシ

古来 虐舌の∃シ

は鵜殿産を

最良とする
日本には

奈良時代

唐より
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伝わる
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産舌とは
筆業の特徴は その独特な音色にあります これはダブルリ

ー ド楽器共通の音質で オーボエやフアコットのように哀

愁を帯びた牧歌的な響きがあります

ただ初 |し 者ヽの練習中の音だけは局」で あの清少納言は まる

でクツワムシのようで髪の毛も逆立つほどいやだとその音

を酷評しています

この特徴をつかさどるのがヨシでできた吹き□ (リ ー ド)の

直舌です □にくわえて音の出る方は平らになつた上下三枚

のリー ドで寧業本体に差 し込むほうは筒状のままです

オーボエなどは二枚の平らなヨシをバイプにかぶせて糸で

縛りますが 虐舌は片方が筒状なのでコアリー ドです

慮舌は短く切つたヨシの茎の片方を熱しなが

らゆっくりつぶして端をへしゃんこにします
これをヒシギといい 専用のやつとこでつぶし
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饉 筆業やオーホエもリー ドは

奏者が作るのが本来で これ

らの楽器の難しさと 奥深さ

があります
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熟練の技術

工程
と

ひ しぎがね

地元が刈り取り 合掌造りで燻蒸   虐舌作り 奥田貞次氏 元宮内庁楽部首席楽長 故東儀兼彦氏

1月 にメ」り 3年ほど囲炉裏の煙で燻蒸した煤∃シを切り 片方を熱でつぶして削り直舌が完成 合計数年を経て演奏される

産舌用ヨシの分析  1  鰹?ヲ '露坂竪驚コ■距野2彗
献

に見られ おそらく雅楽伝来以来のことと思われます

筆 業 の 来 た 道 等 鮎 Mり エントに生まれ シルクロードを東西に伝播 中国 朝鮮鴇 から標 の日本廣 わる
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中国敦燈莫高窟に

描かれた筆業

第154窟
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鵜殿で採れる産舌用∃シ

勲鶉茉茉  y麒狡愧ρ騨、

2000三 :t楽 演奏会とヨシ原焼き 大阪楽所

2004年 雅楽コンサートヨシ・水 音 桑陽雅楽会

雅楽と鵜殿のお話 大阪楽所

2010年 フ トリエMay雅楽演奏会



鵜殿の危機|∃ シが無<なる
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宮民一体の∃シ原再生
1976年 高llq市 緑政課と共同で∃シを任」す

昇R言亀蔭全望昌曇習ジ加  ` 1982年 乾 燥 化 進 み ヨ シ群 落 は つ い に596に            |

一

国交省近畿地方整備局淀川河川事菱所 1現在 |

1990年 建設省河川局「多自然型自然管理J提唱実施

1994年 淀川工事事務所 1易水ホンフ計画発表

1996年 揚水ホンフ設置・導水路開肖」工事開始   rl=|・ ハ

鷹劣縣青電
の改善要望を″! こうした小山弘道の調査 保全活動に学生や一般市民の

参加が始まる 鵜殿∃シ原保全活動はまず市民の手で

1996年 調査・保全・広報活動に一般市民ボランティア多数参加

導水路周辺に試験区を設け生育・植物種調査開始

1998年 参加市民が「鵜殿クラブJを発足

会報「うどの通信J発行 現在に続く

ヨシ群落15%に 回復
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1997年 河川法改定 治水・禾J水 に環境が加わり

生態系の保全が法律上義務付けられる

淀川環境委員会設置 研究者と河川管理

者が共同で検討 」ヽ山弘道委員に

1998年 揚水ホンフ本格稼動

地下水位計・気象観漫」機器設置

や警 ぜ1999年
諭(錆晃l暫」彎
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1999年 雅楽関係者との出会い

2000年 大阪楽所演奏会 (左 p)

各地に出展展示

2001年 鵜殿ヨシ原研究所設立

鵜渥くヨシなZ希 え着
設立目的

鵜殿∃シ原の∃シ群落や 貴重な自然環境を保全する

鵜殿に関する雅楽KID歴 史・文化を継承 し広める

道鵜町に研究所・鵜殿クラフ事務局を開設

2004年 高槻市より感謝状

フ

2010年 宮内庁楽33東 儀雅季氏と

交流会

2010年
揚水ホンフを 1基増設

2011年
2基のホンフでヨシに

豊富な水を届け

∃シ優先群落の拡大に

道を拓いた ∃シ群落の絶減を止め 生物多様性の環境と置舌用∃シの品質を守る多<の市民ボランテイアと活躍中

高f市は衰退 した∃シ原の調査を

大阪市立大学附属 l■L物園勤務の

嘗;曽:魏]骰

す覆選警

―
2004年 宮内庁楽部 東儀俊美氏視察

∃シ原再生35年の成果


